＜懇親会：会長挨拶＞

皆様、今日はお疲れ様でした。

第一日目の日程が終了した感想はいかがだったでしょうか。

私の場合で言えば、福島講演の嵐が、まだ、胸の中に鳴り響いております。

この興奮が、蝦名釧路市長を初めとする釧路市民の皆様の熱気の中にもたらされた意味が、かけがえのないものだと思います。本席には、昼の開会行事の蝦名市長に続いて、松浦副市長の御臨席を頂戴しております。
ありがとうございます。

この後の一大行事「釧路どんぱく花火大会」につきましては、釧路市や北畠立朴実行委員長からのお話があるでしょうから、北海道の啄木、釧路の啄木があったから、「あの啄木」はあり得たのだということを繰り返しておきたいと思います。

ところで、本釧路大会の一つの意味は、この大会に合わせるようにして北海道の方の著書等が出版されたことにあると思います。今日も研究発表をしてくださいました福地順一氏は、労作『石川啄木と北海道～その人生・文学・時代～』（鳥影社、２０１３）を、また、（札幌啄木会会長の）太田幸夫氏は、正にこの大会に滑り込むように『石川啄木の“旅”全解明』（富士コンテム、２０１３）を発行されました。更に、八雲啄木会会長の長江隆一氏は、自身が啄木の身になっての　『（歌集）啄木の帰郷り』（２０１３）を纏められました。
お二人の啄木会会長の名前を挙げさせて戴きましたが、また、北海道内の多くの「啄木会」の皆様が参加してくださいましたことも本大会の意味として良いかと思います。代表として、小樽の水口先生や春のセミナーを中心になってしてくださった石川千賀夫氏（今日は御夫妻で出席してくださいました。）のお名前を挙げたく存じますが、こうした皆様の思いは、先ほどお名前を挙げさせて戴いた長江隆一会長の一首にならえば「岩手より／海峡越えし我なれど／北へ来なけりやただの人なり」〔『舞い戻った啄木』（２０１１）２９ぺ。〕と纏めることも可能でしょうか。

新しい啄木像の彫琢のため、厳しく渡り合うと共に、明日に向けて、和やかな時間となることを祈りたいと思います。
御参会の皆様、また、参加こそされていませんが、御支援くださっておられる方々の総てに感謝を申し上げます｡

みなさん、ありがとうございます！

